
№10

年 月 日

認知症高齢者等の支援 自立支援・介護予防・健康づくり等

いつでも、誰でも何でも言える関係の構築

自治会役員、区役所高齢福祉、見守り支援室、生活支援コーディネーター、包括と早期発見・対応する為の支援体

制についてケア会議を開催。現在、自治会役員として困っている事を聞かせてもらい、情報がきちんと回らない事や、集

会場が活用されていない事が分かる。

今後、自治会の役員会議へ参加させてもらい、情報共有していく事、また集会場を活用させてもらい、包括支援セン

ターと共同で出張相談会を開催させてもらう事となる。

南津守地域は南北に長く、工場跡地にファミリー向けの建売住宅が増えた事で、年少人口の増加も見られる。ただ北

部・中央部に市営住宅、南部にはワンルームマンションが多く、そこでの居住者は一人暮らしの高齢者や、高齢者世帯

の転入が多く、地域との交流が希薄で孤立化が目立つ。

高齢化が進む地域への支援体制の構築

前年度のケア会議以降、地域の関係者の方からの相談は増加したが、症状が進行した状態で相談機関に繋がる事が

多い。早期発見・対応が出来るような仕組みづくりが必要

地域住民

症状が進行した状態で相談に繋がることが多い中、自治会の役員会議へ参加し、困りごとを把握している。集会場の

活用についても検討し、包括支援センターと共同し出張相談会を開催する等早期発見、対応できる仕組みづくりは高

く評価できる。

今回は一地域の自治会でのケア会議だったので、今後は他地域でも同様にケア会議を開催していく事が必要と思われ

る。それぞれの地域単位での課題を浮き彫りにしていく必要がある。

※以下は、区運営協議会事務局にて記入
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